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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月5日(2021.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が流下可能に形成される遊技領域と、その遊技領域に配設され遊技球が入球可能
な入球口と、その入球口の上流側に配置され遊技球を前記入球口に案内可能な球流下手段
と、を備える遊技機において、
　前記球流下手段は、
　遊技球を流下させる流下経路と、
　その流下経路に張り出して前記流下経路を流下する遊技球が衝突可能とされる第１位置
、及び、その第１位置から退避して前記第１位置よりも遊技球が衝突しにくい第２位置に
変位可能とされ、前記第１位置に位置する場合に前記流下経路を流下する遊技球に負荷を
付与可能に構成される動作手段と、を備え、
　前記遊技機は、前記動作手段が前記第１位置に位置する場合における第１状態では、遊
技球が前記動作手段に衝突して前記流下経路の所定部位を通過した後に前記動作手段を前
記１位置に維持させ、
　前記動作手段が前記第１位置に位置する場合における第２状態では、遊技球が前記流下
経路を通過することに基づいて前記動作手段に衝突して前記所定部位を通過した場合に前
記動作手段を前記第２位置に変位させることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機において、入球口を備える遊技機がある（特許文献１）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
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【特許文献１】特開２０１４－１６１３９７号公報
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来の遊技機では、遊技球の流下を好適とする観点で改善の余
地があるという問題点があった。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上記例示した問題点を解決するためになされたものであり、遊技球の流下を
好適にすることができる遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、遊技球が流下可能に形成される遊
技領域と、その遊技領域に配設され遊技球が入球可能な入球口と、その入球口の上流側に
配置され遊技球を前記入球口に案内可能な球流下手段と、を備える遊技機であって、前記
球流下手段は、遊技球を流下させる流下経路と、その流下経路に張り出して前記流下経路
を流下する遊技球が衝突可能とされる第１位置、及び、その第１位置から退避して前記第
１位置よりも遊技球が衝突しにくい第２位置に変位可能とされ、前記第１位置に位置する
場合に前記流下経路を流下する遊技球に負荷を付与可能に構成される動作手段と、を備え
、前記遊技機は、前記動作手段が前記第１位置に位置する場合における第１状態では、遊
技球が前記動作手段に衝突して前記流下経路の所定部位を通過した後に前記動作手段を前
記１位置に維持させ、前記動作手段が前記第１位置に位置する場合における第２状態では
、遊技球が前記流下経路を通過することに基づいて前記動作手段に衝突して前記所定部位
を通過した場合に前記動作手段を前記第２位置に変位させる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項１記載の遊技機によれば、遊技球の流下を好適にすることができる。
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